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「地域公共交通調査・検討業務」の進め方 

＜目 次＞ 
 

■業務実施方針について ........................................................................................................ 2 

１．岩倉市の現状と課題について ..................................................................................... 2 

２．現状と課題をふまえた取組方針 .................................................................................. 2 

 

■業務実施方法について ........................................................................................................ 2 

１．岩倉市の地域特性と公共交通の現状把握及び課題の整理について ........................... 2 

２．デマンド型乗合タクシーの利用状況の分析及び市民アンケート調査の実施 ............ 3 

３．行政区ヒアリング等（意見交換会等）の開催について ............................................. 3 

４．事業者ヒアリング調査について .................................................................................. 4 

５．現状及び課題を踏まえた対応方針の検討について .................................................... 4 

６．地域公共交通の事業改善方策の検討について ............................................................ 5 

７．地域公共交通会議の運営支援と成果とりまとめについて.......................................... 6 

 

■業務スケジュール ............................................................................................................... 6 

 

 

＜検討フロー＞ 

本検討の進め方、検討フローは下記のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○実施方針の共有

１．現況整理 ２．市民アンケート調査

５．現状及び課題整理・対応方針の検討

６．地域公共交通の事業改善方策の検討
○サービス対象者の想定
○新たな交通システムの検討
○全体のとりまとめ

○業務実施方法（調査検討業務）

３．意見交換会４．事業者ヒアリング

資料４－１ 
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■業務実施方針について 

１．岩倉市の現状と課題について 

・H24年の公共交通実態調査での市民ニーズをふまえ、H25.10 にデマンド型

乗合タクシーを導入。導入当初の１日当たりの乗車人員は約 33 人であった

が、最近の利用者数は伸び悩み、平成 29年度は約 27人まで減少している。

導入当初に設定した利用目標 40人/日が達成できていない。 

・事業の持続性の観点から、事業経費等をチェックすると、年間 1,700万円程

度必要で、利用運賃等の収入は 1９0～2３0 万円程度で、赤字額 1,４00 万

円を市が補てんしている。利用者数は増加していないため、収支は改善でき

ていない。一人一回利用当たり約2,３00円を市が負担していることになる。 

・H28年の登録者アンケート調査を概観すると、デマンド型乗合タクシー事業

は、料金を安く、乗降場所の増加、休日運行などの要望があり、予約がいっ

ぱいとの不満理由も指摘されていることから、事業改善が求められている。 

 

２．現状と課題をふまえた取組方針 

・市民ニーズを踏まえ導入したが、当初目標値はこれまで達成できておらず、

利用者は減少傾向、事業収支も改善できていないため、存続が問われる事業

となっている。 

・市民要望をふまえた部分的な事業改善（料金見直し等）により、利用者増を

目指すことは可能と考えるが、一人一回当たりの利用に約 2,３00 円を市が

負担する構造では、持続性のある事業とは言えず、何らかの対策が求められ

る。 

・導入当初の移動制約者（年齢 65 歳以上・障害者等）に対する移動支援につ

いて、今後求められる交通システムのあり方について検討を行う。 

 

 

 

■業務実施方法について 

１．岩倉市の地域特性と公共交通の現状把握及び課題の整理について 

・地域公共交通の利用状況と上位関連計画の方向性等について確認する。その

際、利用実績データの分析から、既存のデマンド型乗合タクシーが、一人の

移動に対して自己負担300円以外に市の負担2,３00円が必要となっている

事実を整理する。 

・加えて、岩倉市を取り巻く、一宮市・小牧市・北名古屋市・江南市等におけ

る地域公共交通サービスを整理し、周辺自治体が行っている移動制約者に対

する支援内容を確認する。これにより、現在のデマンド型サービスと周辺自
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治体のサービス比較を行う。 

２．デマンド型乗合タクシーの利用状況の分析及び市民アンケート調査の実施 

・市民2,000人に対するアンケート調査を実施する。 

・調査内容としては、市民の外出行動と地域公共交通の利用実態、事業の満足

度、今後の利用意向等について確認する。 

・特に、デマンド型乗合タクシーの収支状況等の現状を説明した上で、「移動制

約者の移動支援サービス」のあり方として、現状のシステムのままでよいか、

市民の声を確認する。 

○市民アンケートの調査方法（案） 

対象者 1６歳以上の市民：2,000人 

住民基本台帳から層化無作為抽出：市よりラベル提供 

調査方法 郵送配布・郵送回収 

配布数・ 

回収数 

配布数：2,000人 

回収数：1,000サンプル（回収率 50％想定） 

主な設問 ※現状の財政投入規模をふまえ、今後の財政投入額をどうすべきか（拡大・

維持・縮小） 

※財政投入規模をふまえ、現行のサービス（水準）・システムを変えるべきか 

・移動目的別（通勤通学、買い物、通院等）の主な利用交通手段 

・公共交通の利用頻度 

・現状の公共交通に対する評価（満足度・不満足な点） 

・個人属性（住所、年齢、性別、免許保有状況） その他自由回答 

実施時期 ７月頃 

 

 

３．行政区ヒアリング等（意見交換会等）の開催について 

・地区単位でのヒアリング（意見交換会）を実施する。地区区分案は、小学校

区（北、南、東、五条川、曽野小学校の５地区）を想定し、ワークショップ

形式にて実施する。 

○意見交換会の開催方法（案） 

狙い 
岩倉市の現状実態の説明を行ったうえで、意見交換を行う。岩倉市の特性に

合った地域公共交通のあり方について市民と一緒に考える場とする。 

対象者 

広報により市民を募集。参加意向の認められた市民を対象。 

岩倉市地域公共交通会議の住民の代表委員（区長会長や民生委員）等にも参

加を要請したい。 

実施方法 

 

ヒアリング 

ＷＳ内容 

1)広報や地域公共交通会議関係者により開催を周知し、市民の参加を募る。 

2)事務局にて、「岩倉市の公共交通の現状実態」を報告。（資料準備） 

3)参加者を１グループ 6～8人程度に分かれて、グループ単位で行う。 

 ○事務局がファシリテーター役 

 ○意見交換内容 

・困っている市民はだれか？（適切なサービス提供ができているか） 

  ・デマンド型乗合タクシーの事業見直しが必要か？ 

  ・新たなシステム（２つ例示）と比較し、どれが望ましいか？ 

実施時期 １０月頃（開催曜日・時間は事務局と協議の上、設定する） 
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４．事業者ヒアリング調査について 

 デマンド型乗合タクシーの事業者へのヒアリング調査を実施し、「利用状

況」・「全体事業費」・「運賃収入」・「運転手の確保見通し」・「事業改善アイデア」

を確認する。 

 

○交通事業者ヒアリング概要 

モード・対象 事業主体 調査項目 

デマンド型乗合タクシー あおい交通㈱ 利用者数の推移、事業改善方策 等 

路線バス 

 

名鉄バス㈱ 利用者数の推移、収支状況 

運転手確保・減便廃止リスク見通し 

タクシー 名鉄西部交通㈱ 公共交通のあり方について 

 

 

 

５．現状及び課題を踏まえた対応方針の検討について 

 上記の検討成果から課題等をとりまとめる。想定される結果は下記のとおり。 

 

＜SWOT 分析による課題整理＞ 

 プラス要因 マイナス要因 

内部 
環境 

＜強みＳ＞ 

・行政区域はコンパクト 

・鉄道、路線バスあり 

・タクシーサービスあり 

＜弱みW＞ 

・移動制約者向けサービスの 

デマンド型乗合タクシー事業が停滞 

 （利用者減） 

外部 
環境 

＜機会Ｏ＞ 

・広域交通ネットワークを形成 

 （鉄道・路線バス） 

・周辺自治体はコミバス対応 

 （一宮ｉバス・小牧巡回バス等） 

＜脅威Ｔ＞ 

・運輸業界の運転手不足（事業費圧迫） 

・小牧：デマンド型の実証実験をふまえ 

⇒定時定路線サービスで対応 

 

＜課題整理をふまえた対応方針＞ 

対応方針（案） 

・移動制約者向け（デマンド型乗合タクシー）サービスのあり方を検討し、市民の移動サ

ービス環境の維持存続を目指す。 

 

  



5 

 

６．地域公共交通の事業改善方策の検討について 

 対応方針をふまえ、今後の岩倉市の地域公共交通における具体的な対応施策

について検討を行う。 

○サービス対象者（交通空白・移動制約者）の想定「困っている人がいないか？」 

デマンド型乗合タクシー等の存在で、岩倉市内全域に対して移動サービスが

提供されていると言えるものの、利用対象者は「65歳以上・障害者・免許返納

者等の移動制約者」でかつ、運行時間は 8：30～17：00のため通学・通勤等

の利用はできない。 

世代別にみれば「高校生の通学」

や「夜間の塾通い・習い事」等で

は、「移動制約があり、困ってい

る」という問題が生じている可能

性がある。右図に示す他事例での

アウトプットを参考に、世代別に

みた移動サービスの提供実態を

確認し、サービスの偏在による移

動制約者・困っている人がいない

かをチェックする。 

 

○デマンド型乗合タクシーと比較し「事業効率性の高いシステム」があるか？ 

 デマンド型乗合タクシーの主な欠点としては下記が指摘できる。その対策と

して、３つの方策が想定され、住民意見をふまえ、対応方策を検討する。 

 

＜既存システム（デマンド型乗合タクシー）の主な課題・欠点＞ 

 ・乗合化のため停留所を設定しているが、停留所までの移動が発生 

 ・ニーズ多様化⇒停留所増の要望があるが、タクシーとの競合が発生 

 ・２台体制の運行により、ピーク時等の予約不成立が発生 

 ・固定経費がある。受託事業者が限定。（他社の参画なし） 

 ・一人一回利用当たりの経費2,３00円⇒一般タクシー料金との比較 等 

 

＜考えられる方向性＞ 

１ 
案 

現行の「デマンド型乗合タクシー」の存続 
・既存のシステムの改善（利用者意見を反映し、事業改善を行う） 

２ 
案 

江南市型「乗合タクシー事業」対応（チケット配布でも可） 
・事前登録制とし、既存の 65歳以上等の移動制約者向けサービス 

３ 
案 

小牧市型の「定時定路線支線バス」対応 
・名鉄路線バスの空白エリアを定時定路線でカバーする支線バス 
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困っている人はだれか？

子ども

大人

高齢者

介護保険認定者・障がい者等

蒲郡市総人口：82,249人

約20,135人

スクールバス等を導入可能

自家用自動車を活用

高齢者割引タクシーチ
ケット配布事業にて支援
満70歳以上・年間100枚
利用者7割負担

65才以上

免許返納者

福祉有償運送適用外者で要介
護・要支援認定者等
（福祉有償運送運営協議会での協
議対象）

独居高齢者世帯
高齢者のみ世帯
約2,526世帯

家族の送迎も可能

18才

福祉タクシー料金助成
障害者手帳保持者等
上限680円/回 年24枚

交通空白地
居住者

約20,148人
（82,249人－62,101人）

福祉有償運送にて対応

車いす利用者・寝たきりの方な
どへサービス提供
タクシー料金の1/2負担

全市民に対して、鉄道（ＪＲ・名鉄）、バス（名鉄バス東部路線バス）、
タクシーにより公共交通サービスが既に対応されている。
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７．地域公共交通会議の運営支援と成果とりまとめについて 

 「岩倉市地域公共交通会議」の実施計画案（時期、協議テーマ等）について、

下記に設定する。会議開催前には、事務局との事前協議を行う。４回の協議結

果をふまえ、検討成果をとりまとめる。 

時期 協議テーマ 合意事項 

第１回 
H３０年６月８日 

○調査検討の実施計画案の確認 
○市民アンケート調査票案の検討 

・調査方法の確認 

第２回 
H３０年１１月頃 

○市民アンケート調査結果の報告 
○意見交換会の報告 

・市民ニーズの報告 

第３回 
H３１年１月頃 

○課題と対応方針案の検討 
○事業改善方策案の検討 

・事業改善の方向性の
協議 

第４回 
H３１年２月頃 

○調査検討のとりまとめ案の確認 ・検討成果の確認 

 

■業務スケジュール 

 想定するスケジュール（案）は下記のとおり。 

 
※当該スケジュールは目安であり、交通会議等の意向をふまえて対応する。 

 

平成３０年 平成３１年

１．岩倉市の地域特性と公共交通の現状把握

（１）地域特性の確認

（２）公共交通の現状把握

（３）上位関連計画の確認

２．デマンドタクシー利用分析・市民アンケート調査

（１）デマンド型乗合タクシーの利用実績の分析

（２）市民アンケート調査の実施 設計 印刷配布 回収・集計・分析

３．意見交換等の開催

（１）意見交換会の実施

４．事業者ヒアリング

（１）事業者ヒアリング

５．現状及び課題を踏まえた対応方針の検討

（１）課題のとりまとめ

（２）対応方針の検討

６．地域公共交通の事業改善方策の検討

（１）サービス対象者の検討

（２）新たな交通システムの検討

７．検討成果のとりまとめ

（１）とりまとめ（案）

（２）協議をふまえた修正対応・とりまとめ

●検討会議

（１）事前調整 ○ ○ ○

（２）地域公共交通会議 ① ② ③ ④

○ ○ ○ ○ ○ ○

着手確認 中間報告 中間報告 素案報告 案報告 完了報告

１１月 １２月 １月 ２月 ３月

打合せ協議

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月


